
「国際」を冠している立川国際ならではの行事「国際交流セミ
ナー」を実施しました。国際交流活動に参加した本校生徒が、
異文化活動から学んだことを発表し、他の生徒と国際交流の
素晴らしさを共有すること、そして、生徒が国際交流につい

ての関心を高めて、関連行事への参加意欲を高めることが「国
際交流セミナー」の目的です。今回の生徒発表は、①次世代リー

ダ ダー育成道場研修生研修成果報告②トビタテ！留学JAPAN体験報告③留学体験
体験報告の３つの項目でした。日常の生活で
は体験できない活動について説明があり、そ

の活動を通して感じたことや学んだことを、丁寧に説明していた
生徒たち。楽しかった活動を思い出しながら笑顔で話をしていま
した。オンラインを利用して各教室で活動報告を聞いていた生徒
たちの中には「自分も行ってみたいな」と思った生徒もいたこと
でしょう。今回の国際交流セミナーは、国際交流委員のメンバー
が早くから準備を始め、前日の準備、そして当日の会の進行を担
当していました。お疲れさまでした。

大学入学共通テストまであと約３か月とな
った１０月５日（水）に、第６学年は、大手
予備校の方を講師に迎え、「現役合格のため
に大切なこと」というテーマで進路講演会を行いました。「これから社会はどのように変化して
いくのか」「社会ではどのような力が必要になるのか」という話から講演会は始まりました。
「人工知能の活用が進み、思考力・判断力・表現力及びグローバルスタンダード（英語４技能）
が必要となり、今まで以上に自主性が重視される社会になっていく。」という話がありました。

「志望校に合格する受験生とは」の話では、８つの項目が提示され、
生徒たちは「８項目のうち、自分はいくつ当てはまるだろう…。」
と指折り数えて確認していました。これから来年１～２月の大学受
験に向けて、朝起きてから、夜寝るまでの1日の学習や生活のタイ
ムスケジュールの例や、模擬試験の活用について、わかりやすい言
葉葉で説明がありました。講演の最後に講師の方から、「最後まで
あきらめない。」というメッセージがありました。将来の「なりた
い自分」を求めて、6年生は一歩一歩に進んでいきます。

１０月１日（土）に本校の受検を希望する
児童及び保護者の方々を対象とした「授業公開」と「第１回学校説
明会」を行いました。事前に参加希望を申請された児童・保護者の

方々に本校にお越しいただき、各教科の授業を参観してい
ただきました。児童・保護者の方々に教科の授業を参観し
ていただくのは約３年ぶりでした。児童の皆さんが特に注

目して見学されていたのは、やはり英語
の授業でした。英語の授業を行っている

教室の前には多くの児童・保護者の方々が集まっていました。学校説
明会では、教育課程の説明に加え、本校の特色である英語の指導につ
いて説明をしました。また、本校の説明会では恒例である「生徒が英
語で話す学校紹介」の場面では、本校の３年生が学校生活、英語の授
業、学校行事について、すべて英語で説明をしました。
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